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１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに

MM 元町 St 東工事は、横浜駅からみなとみらい２１地区を経由して元町に至る「みなとみらい２１線」

終端部の仮称“元町駅”を築造する工事である。このうち、二級河川堀川交差部では、国内最大規模のパイ

プルーフを施工後、地下駅ホームとなる１層２径間の鉄筋コンクリート箱型ラーメン構造物を構築している。

当該構造物の頂版は、天端パイプルーフの真下となり、高密度配筋構造であることから、密実な充填と施工

性を考慮して高流動コンクリートを採用した。本報告は、事前に行った現場圧送試験で得られた併用系高流

動コンクリートの下方への圧送時における管内圧力分布と圧力損失および圧送前後のコンクリートの品質に

ついてまとめたものである。

２．２．２．２．    実験概要実験概要実験概要実験概要

(1) 圧送試験項目と配管概要
　図－１に配管経路を示す。高流動コンクリートの

圧送計画では、①最大で 154mと圧送距離が長いこ

とおよび下方への圧送による材料分離対策として中

継ポンプを設けた。②圧送負荷低減と閉塞防止を目

的として曲げ半径の大きなベント管を使用するとと

もに配管経路を考慮してベント管の数を低減した。

表－１に使用ポンプの性能を示す。圧送試験は、定

置式ポンプの能力と施工時の圧送中断を考慮して表

－２に示す試験項目とした。圧送試験時には、管内

圧力と圧送前後のコンクリートの品質を測定した。

また、圧送時のトラブルを想定し、一定時間（15分、

30分）中断後再圧送する試験を行った。

(2) コンクリートの要求品質と配合
　表－３にコンクリートの要求品質を、表－４

に配合と使用材料を示す。セメントはマスコン

対策のため低発熱タイプのセメントを選定した。

また、セメント量を抑制するため，増粘剤添加

型高性能 AE減水剤を使用した。

３．３．３．３．    実験結果実験結果実験結果実験結果

(1)管内圧力分布について

　図－２に地上ポンプの管内圧力分布を、図－３に中継ポンプの管内圧力分布を示す。配管距離は、ほぼ同

程度の距離であるが、高流動コンクリートおよび普通コンクリートとも管内圧力は地上ポンプの方が低くな

っている。これは、地上から下方への圧送のためと考えられる。

キーワード：高流動コンクリート、高密度配筋、ポンプ圧送、管内圧力損失、圧送中断

〒300-2651　茨城県つくば市鬼ｹ窪 1043　(株)熊谷組技術研究所　TEL 0298-47-7501　FAX 0298-47-7480

　　　　併用系高流動コンクリートのポンプ圧送性に関する実験的研究併用系高流動コンクリートのポンプ圧送性に関する実験的研究併用系高流動コンクリートのポンプ圧送性に関する実験的研究併用系高流動コンクリートのポンプ圧送性に関する実験的研究

表－１　使用ポンプの種類および性能

型式
吐出量
(m3/h)

吐出圧力
(MPa)

最大油圧
(MPa)

地上ﾎﾟﾝﾌﾟ 車載型-1 115/74 4.50/7.03 30.87
中継ﾎﾟﾝﾌﾟ 定置式 35 6.13 24.51

図－１　圧送試験配管経路
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(2)圧送中断の影響

　図－４に示すように圧送中断後の再圧送では 10％程度

の管内圧力の上昇があるが、吐出量を小さめに設定して

圧送を再開すれば 30 分程度の圧送中断は問題ないこと

が確認できた。

(3)管内圧力損失について

図－５に水平管の管内圧力損失の結果を、図－６に曲

がり管の管内圧力損失を示す。高流動コンクリー

トは普通コンクリートと比較して、管内圧力損失

は非常に大きく、吐出量の増加に伴ってその差は大きくなっ

ている。ただし、水平管に対する曲がり管の管内圧力損失の

増加の割合は、普通コンクリートが 2.5～5倍程度の大きな値

になっているのに対して、高流動コンクリートは 11～15%程

度の増加にとどまっている。これは、管内圧力を測定した曲

がり管が下方向きの曲がり管でコンクリート自体が流動でき

ることが影響していると思われる。

(4)圧送前後のコンクリートの品質

　圧送前後のスランプフロー，500mm フロー到達時間など

の流動性や粘性の変

化はほとんど見られ

なかった。ただし、

空気量は、筒先で最

大１％程度の低下が

みられた。

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ

　今回使用した高流

動コンクリートの水

平管の管内圧力損失

は 0.03MPa 程度と

なり、下方への圧送

の場合、管内圧力は

小さくなることが把

握できた。また、圧

送中断による影響も

中断時間が 30 分程

度では問題ないこと

がわかった。

表－３　要求品質

項目 高流動 普通
ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ

あるいはｽﾗﾝﾌﾟ
650mm
±50mm

18cm
±2.5cm

空気量 4.5±1.5％

Ｕ型充填高さ
300mm≦
(R1 障害)

―

         表－４　コンクリートの配合

単位量(kg/m3)ｺﾝｸﾘｰﾄの
種類

W/C
(%)

s/a
(%) W Ｃ Ｓ Ｇ

高流動 34.4 54.1 155 450 897 791
普通 55.5 45.9 156 284 842 1031

セメント：（高流動用）－ﾌﾗｲｱｯｼｭ混入ﾏｽｺﾝ型高炉ｾﾒﾝﾄ　密度 2.78
 （普通用）－高炉ｾﾒﾝﾄＢ種　密度 3.05

細骨材：山砂（千葉県富津産　表乾比重 2.60）
粗骨材：砕石 2005（大分県津久見産　表乾比重 2.70）
高性能 AE 減水剤：ｶﾙﾎﾞｷｼﾙ基含有ﾎﾟﾘｴｰﾃﾙ系化合物と増粘成分

表－２　圧送試験項目

試験項目 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類
①設定吐出量 max(30)m3/h 圧送
②設定吐出量 20m3/h 圧送
③中断 15 分後再圧送
④中断 30 分後再圧送

高流動ｺﾝｸﾘｰﾄ

⑤設定吐出量 max(30)m3/h 圧送
⑥設定吐出量 20m3/h 圧送

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

図－２　地上ポンプの管内圧力分布
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図－３　中継ポンプの管内圧力分布
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図－４　圧送中断の影響(中継ﾎﾟﾝﾌﾟ)
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図－５　水平管の管内圧力損失
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図－６　曲がり管の管内圧力損失
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